
森
林
労
連
四
国
地
連
第

25

回
定
期
大
会
で
は
、
は
じ
め
に

梶
原
執
行
委
員
長
よ
り
、
政
治

情
勢
、
林
業
を
取
り
巻
く
状
況

と
課
題
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

「
大
会
終
了
後
、
事
業
体
協
議

会
を
開
催
し
、
森
林
管
理
局
交

渉
を
実
施
す
る
。
事
業
体
協
議

会
が
結
成
さ
れ
て

10
年
。

事

業
体
協
議
会
の
取
り
組
み
が
四

国
の
運
動
の
原
動
力
で
あ
り
、

事
業
体
が
抱
え
て
い
る
地
域
・

現
場
段
階
で
の
課
題
が
解
消
さ

れ
な
い
限
り
林
業
の
改
善
は
な

い
」
「
各
地
域
で
の
意
見
交
換

会
な
ど
を
積
み
上
げ
森
林
労
連

へ
の
組
織
化
を
進
め
て
い
く
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
連
合
高
知
・
中

平
会
長
代
行
（
自
治
労
）
、
社

会
民
主
党
高
知
県
連
合
会
・
久

保
耕
次
郎
代
表
、
森
林
労
連
中

央
本
部
・
前
川
康
弘
書
記
次
長

が
駆
け
つ
け
、
連
帯
の
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

大
会
議
論
で
は
、
「
林
業
労

働
者
の
確
保
、
処
遇
改
善
に
向

け
て
は
、
国
有
林
野
事
業
の
入

札
制
度
や
労
務
費
単
価
の
改
善

な
ど
が
重
要
」
「
請
負
事
業
の

入
札
の
際
に
週
休
二
日
を
提
案

し
た
と
し
て
も
、
会
社
の
評
価

点
数
は
上
が
る
が
、
本
当
に
処

遇
改
善
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ

ば
、
提
案
し
た
事
業
体
が
契
約

を
と
っ
た
際
は
、
会
社
の
負
担

を

軽

減

す

る

た

め

の

具

体

策

（
金
額
の
上
乗
せ
）
を
行
う
こ

と
も
必
要
」
「
林
業
労
働
者
の

処
遇
改
善
の
取
り
組
み
は
、
国

有
林
野
事
業
だ
け
で
な
く
、
民

有
林
も
含
め
た
全
体
の
森
林
整

備
に
関
わ
る
課
題
で
あ
り
、
分

会
段
階
で
も
、
林
業
事
業
体
が

抱
え
る
課
題
や
要
求
の
把
握
に

向
け
た
「
意
見
交
換
会
」
の
実

施
に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
、
生
産

性
向
上
と
い
っ
た
考
え
方
が
強

調
さ
れ
る
中
で
、
事
業
体
だ
け

に
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
や
、
林
道
維
持
修
繕
に
お

い
て
事
業
体
へ
の
負
担
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
実
態
解
消
を

図
ら
せ
る
べ
き
等
の
意
見
が
だ

さ
れ
、
林
野
労
組
と
連
携
し
て

取
り
組
む
と
の
執
行
部
見
解
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

未
組
織
林
業
労
働
者
の
組
織

化
に
向
け
て
は
、
「
森
林
労
連

の
組
織
化
は
、
今
、
や
ら
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
。
現
役
労
働
者

の
仲
間
の
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
化
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
だ
さ
れ
、
森
林
労
連
と
し

て
の
取
り
組
み
の
成
果
等
を
、

林
業
現
場
で
働
く
仲
間
に
広
く

訴
え
て
い
く
こ
と
や
、
林
業
事

業
体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て

組
織
化
対
策
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

林
野
労
組
と
し
て
も
現
場
で

働
く
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善

等
が
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に

も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
、

組
織
内
で
の
議
論
を
深
め
、
森

林
労
連
四
国
地
連
と
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

森
林
労
連
四
国
地
連
は
、
９

月

22
日
の
大
会
終
了
後
、

第

10
回
事
業
体
協
議
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
四
国
森
林
管

理
局
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
体
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

林
業
事
業
体
の
育
成
、
林
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
施
策
の

推
進
、
林
業
労
働
者
の
労
働
安

全
及
び
処
遇
改
善
、
職
業
病
対

策
、
未
組
織
林
業
労
働
者
の
組

織
化
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
全
山
労
に
加
盟
し
て
い

る
事
業
体
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、

現
在
、
請
負
事
業
体
６
社
、
ト

ラ
ッ

ク
運
送
事
業
体

16
社
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。

事
業
体
協
議
会
で
は
、
森
林

労
連
本
部
、
林
野
労
組
で
取
り

組
ん
で
来
た
公
共
工
事
に
お
け

る
労
務
単
価
の
改
善
や
、
ト
ラ
ッ

ク
運
賃
の
改
善
に
つ
い
て
経
過

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
体
協
議
会
後
の

四
国
森
林
管
理
局
交
渉
で
は
、

資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
主

伐
後
の
確
実
な
再
造
林
と
保
育

の
実
施
、
林
業
事
業
体
の
育
成

及
び
林
業
労
働
力
の
確
保
の
課

題
を
中
心
に
、
国
有
林
の
請
負

事
業
に
お
け
る
現
場
実
態
を
訴

え
、
当
局
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

局
当
局
か
ら
は
、
林
野
庁
で

検
討
が
必
要
な
も
の
は
、
四
国

局
の
実
態
も
含
め
て
上
申
す
る

と
と
も
に
、
四
国
局
で
検
討
で

き
る
課
題
は
検
討
す
る
と
の
見

解
を
示
さ
せ
、
今
後
も
定
期
的

に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
、
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
要
求
内
容
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
議
論
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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徳
島
・
高
知
選
挙
区
の
補
欠

選
挙
が

10
月
５
日
に
告
示
さ
れ
、

10
月

22
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
補
欠
選
挙
は
、
元

国
会
議
員
が
秘
書
に
暴
行
す
る

と
い
う
、
あ
き
れ
た
事
件
が
発

端
だ
▼
議
員
辞
職
を
受
け
た
短

期
決
戦
で
、
元
高
知
県
議
で
自

民
党
新
人
の
西
内
健
氏
、
元
立

憲
民
主
党
衆
議
院
議
員
で
無
所

属
元
職
の
広
田
一
氏
が
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
▼
選
挙
と
い

え
ば
２
０
１
６
年
６
月

22
日
よ

り
公
職
選
挙
の
選
挙
権
年
齢
が

20
歳
か
ら

18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
、

18
歳
か
ら
選
挙
権
が
付

与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
頃
か
ら
高
校
の
授
業
に
お
い

て
も
選
挙
を
題
材
に
取
り
上
げ

た
講
座
や
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
、

7
月

に

行

わ

れ

た

参

院

選

は

18
歳
が

51
％
、

19
歳
が

42
％

と
全
体
の
投
票
率
に
は
及
ば
な

い
が

20
代
が

30
％
台
だ
っ
た

た
め
好
意
的
に
捉
え
ら
れ
た
そ

う
だ
▼
私
自
身
は
そ
の
こ
ろ

20

代
だ
っ
た
。
投
票
へ
行
く
に
は

行
っ
た
が
、
内
心
め
ん
ど
う
だ

と
思
っ
て
い
た
と
思
う
。
学
生

だ
っ
た
頃
に
選
挙
権
が
あ
り
、

学
校
の
授
業
や
親
と
の
会
話
に

あ
が
っ
て
い
れ
ば
少
し
は
気
持

ち
が
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
▼
今
後
も
国
政
等
選
挙
が
行

わ
れ
、
立
候
補
者
の
公
約
等
も

あ
る
が
「
戦
争
を
す
る
国
づ
く

り
を
し
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ

れ
ば
反
対
票
も
入
れ
や
す
い
が

そ
う
も
い
か
な
い
▼
自
分
自
身

で
真
相
を
見
抜
く
す
べ
を
見
つ

け
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
世
の
中

を
作
る
た
め
、
私
た
ち
の
代
弁

者
で
あ
る
議
員
を
し
っ
か
り
と

選
び
た
い
と
こ
ろ
…
。
（
の
り
）

▲第25回森林労連四国地連定期大会：団結ガンバロー

◇
公
務
災
害
の
発
生
状
況
（
８
月
期
）
に
つ

い
て
（
９
／

14
）

◇
職
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
（
重
大
災
害

に
準
ず
る
災
害
：
中
部
局
）
（
９
／

15
）

◇
職
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
（
行
方
不
明

事
案
：
関
東
局
）
（
９
／

15
）

◇
新
設
ポ
ス
ト
の
設
置
等
に
係
る
業
務
内
容

及
び
労
働
条
件
に
つ
い
て
（
９
／

26
）

◇
人
事
異
動
に
伴
う
Ｇ
Ｓ
Ｓ
端
末
の
取
扱
に

つ
い
て
（
９
／

26
）

９
月

22
日
、
森
林
労
連
四
国
地
連
第

25
回
定
期
大
会
が
高
知
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
議
長
に
は
、
林
野
労

組
嶺
北
分
会
の
森
下
代
議
員
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
、
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
、
林
業
労
働

者
の
確
保
に
向
け
た
林
業
事
業
体
の
育
成
、
未
組
織
林
業
労
働
者
の
組
織
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
向
こ
う
一
年
間
の
取

り
組
み
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
森
林
労
連
四
国
地
連
の
役

員
体
制
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
四
国
地
連
役
員
体
制
は
紙
面
の
都
合
上
、
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

▲発言する林野労組の代議員、傍聴者

写真左：齋藤さん（傍聴：大栃） 写真右：芹口さん（代議員：安芸）

▲事業体協議会による四国森林管理局交渉

▼
発
言
す
る
全
山
労
高
知
、
全
山
労
愛
媛
の
組
合
員
（
写
真
上
か
ら
、
小
松
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
、
白
川
さ
ん
）

▼
事
業
体
協
議
会
で
本
部
の
取
り

組
み
を
提
起
す
る
前
川
書
記
次
長



2023～2024年度 森林労連四国地連役員体制

給与級 ２級

※４月１日に遡って３級昇格（給与も遡って支給）

※辞令交付日より

旅費区分 ２級以下 ※旅費は、２級以下の区分が適用。 ６級以下３級以上が適用

普通日当 1,700 1,700 2,200

宿泊（乙） 7,800 7,800 9,800

2023年10月１日以降は・・・

給与級 ２級

旅費区分 ２級以下 ※４月１日以降の旅費の区分は、６級以下３級以上が適用。

普通日当 1,700 2,200

宿泊（乙） 7,800 9,800

8月8日

遡及昇格

これまでは・・・

３級（給与級は３級として賃金は支払われる）

昇格

4月1日

３級（遡及昇格までは、給与級は２級として賃金は支払われる）

２級役付け職員については、４月１日に３級昇格要件を満たしてい
ても、遡及昇格とされていた。

３級昇格要件を満たした日の直後の昇格時期から３級昇格。

4月1日 5月  ６月  ７月

２
級
役
付
け
職
員
の
３
級
昇

格
に
つ
い
て
は
、
遡
及
昇
格
で

の
対
応
と
さ
れ
、
大
臣
官
房
と

協
議
の
上
、
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
遡
及
昇
格
時
の
旅
費
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
発
令

日
に
遡
及
さ
れ
な
い
な
ど
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昇
格
実
施
方
法
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
本
部
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
２
級
役
付
け

職
員
の
３
級
昇
格
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年

10

月
以
降
は
遡
及
昇
格
で
の
対
応

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
昇
格

要
件
を
満
た
し
た
日
の
直
後
の

昇
格
時
期
（
４
月
１
日
、
７
月

１
日
、

10
月
１
日
、

１
月
１

日
）
に
実
施
す
る
こ
と
で
本
部

整
理
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
昇
格
に
必

要
な
在
級
期
間
、
経
験
年
数
等

の
要
件
を
満
た
し
た
者
か
ら
、

林
野
庁
林
政
課
及
び
森
林
管
理

局
総
務
課
に
お
い
て
選
考
・
確

認
、
②
昇
格
候
補
者
の
審
査
は
、

林
野
庁
林
政
課
に
お
い
て
実
施
、

③
昇
任
昇
格
等
と
同
様
、
昇
格

日
の
前
月
ま
で
に
昇
格
者
を
決

定
し
、
昇
格
日
に
辞
令
交
付
、

④
昇
格
の
内
示
は
、
所
属
の
長

か
ら
辞
令
交
付
日
の
前
日
ま
で

に
行
う
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
部
は
、
昇
格
時
期
と
俸
給

支
給
月
が
同
月
と
な
る
こ
と
で
、

賃
金
や
旅
費
の
遡
及
は
生
じ
な

い
こ
と
と
な
り
、
組
合
要
求
に

一
定
応
え
る
内
容
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
間
の
本
部
交
渉
の

継
続
に
よ
っ
て
、
昇
格
に
係
る

実
施
方
法
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
は
、
本
部
整
理
を
踏
ま

え
、
対
象
者
の
精
査
（
名
簿
化
）

を
行
わ
せ
、
昇
格
要
件
を
満
た

し
た
者
の
昇
格
時
期
に
つ
い
て
、

適
切
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
で
交

渉
を
進
め
、
該
当
す
る
昇
格
者

が
生
じ
た
場
合
は
、
管
理
者
か

ら
本
人
へ
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
説
明
さ
せ
る
こ
と
で
地
本
整

理
を
図
り
ま
し
た
。

９
月

23
日
、
「

四
国
地
方

森
林
労
連
共
済
推
進
会
議
」
が

高
知
市
で
開
か
れ
、
林
野
労
組
、

全
山
労
、
林
退
会
か
ら
、
全
体

で

24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
森
林
労
連
共
済

推
進
本
部
よ
り
、
鳴
川
康
也
常

任
代
表
委
員
、
降
矢
真
一
事
業

推
進
部
長
、
坂
本
智
子
事
業
推

進
職
員
が
出
席
さ
れ
、
２
０
２

２
年
度
の
総
括
と
現
状
分
析
を

行
い
、
２
０
２
４
年
１
月
の
契

約
更
改
及
び
２
０
２
３
年
度
の

推
進
活
動
に
つ
い
て
議
論
、
意

思
統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
す
ま
い
る
共

済
（
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共

済
）
の
制
度
改
正
内
容
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
自
然
災
害

が
多
発
傾
向
に
あ
る
中
、
「
す

ま
い
る
共
済
」
へ
の
加
入
推
進

を
は
じ
め
、
他
人
か
ら
の
損
害

賠
償
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

社
会
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
個
人
賠
償
責
任
共
済
」

（
２
０
２
４
年
１
月
の
契
約
更

改
か
ら
、
団
体
生
命
共
済
に
も

付
帯
す
る
こ
と
が
可
能
）
へ
の

加
入
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
提
起
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
「
個
人
賠
償
責
任
共

済
」
は
月
額
２
０
０
円
、
年
払

２
，
３
０
０
円
の
掛
金
で
補
償

（
支
払
限
度
額
３
億
円
）
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
額
な

損
害
賠
償
の
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

組
合
員
、
家
族
の
生
活
を
守
る

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、
日

常
的
な
共
済
事
務
に
対
す
る
改

善
点
が
だ
さ
れ
、
本
部
と
し
て

も
、
だ
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
見
解

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

形
態
も
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
４
年
ぶ
り
に
協
力
団
体
が

集
ま
っ
て
の
開
催
と
な
り
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
な
お
、
優

秀
分
会
・
支
部
表
彰
と
し
て
、

林
野
労
組
徳
島
分
会
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

９
月

25
日
、

国
際
労
働
財

団
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｆ
）
が
実
施
し

て
い
る
「
海
外
労
組
指
導
者
招

へ
い
事
業
」
と
し
て
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ラ
オ
ス
の
労
働
者
（
労
働

組
合
の
役
員
等
）
が
来
高
し
、

連
合
高
知
と
の
意
見
交
換
お
よ

び
交
流
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
労
働
財
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ

Ｆ
）
は
、
労
働
分
野
に
お
け
る

国
際
交
流
と
協
力
を
推
進
す
る

組
織
と
し
て
、
１
９
８
９
年
５

月
、
連
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

海
外
の
労
働
実
態
等
（
開
発
途

上
国
）
を
把
握
し
、
働
く
人
た

ち
の
生
活
支
援
、
児
童
労
働
撲

滅
に
向
け
た
学
校
運
営
事
業
の

展
開
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

意
見
交
換
で
は
、
日
本
に
お

け
る
労
働
紛
争
の
際
の
解
決
手

段
や
、
最
低
賃
金
の
決
定
の
仕

組
み
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人

労
働
者
の
受
入
状
況
等
に
つ
い

て
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
側
か

ら
の
質
問
等
に
連
合
高
知
が
答

え
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
法
律
で
労
働
組
合

の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
労
働
組

合
の
取
り
組
み
や
、
そ
の
存
在

の
中
、
労
働
者
は
労
働
基
準
法

や
社
会
保
障
制
度
に
守
ら
れ
た

働
き
方
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
日
本
に
お
け
る

外
国
人
労
働
者
の
受
入
が
進
む

中
、
労
働
者
の
権
利
や
人
権
が

配
慮
さ
れ
ず
、
労
働
環
境
も
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
外

国
人
労
働
者
の
実
態
等
に
つ
い

て
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等

も
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

労
働
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
意
見
交
換

を
終
了
し
ま
し
た
。
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